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町の人口と世帯数
平成30年９月30日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報

く
ま

の
は

１
部

23円
で

印
刷

し
て

い
ま

す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,217人	 （－133）
　　男：11,728人	 （－65）
　　女：12,489人	 （－68）
世帯数：10,589世帯	 （ ＋ 3）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
高
校　

３
年佛

圓　

澪
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。

作
品
名
「
７
秒
後
、
心
臓
」

【
評
】
ね
じ
れ
て
湾
曲
す
る
骨
の
形
状
を
木
材
か
ら
削
り
出
す

に
は
、
高
い
技
術
と
膨
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
。
肋
骨
が

護
る
の
は
暗
い
世
界
に
煌
く
心

臓
。
作
者
が
心
を
込
め
て
護
ろ

う
と
し
た
も
の
と
は
？
第
23
回

穴
吹
カ
レ
ッ
ジ
高
校
生
デ
ザ
イ

ン
大
賞
「
大
賞
」
受
賞

▲

　

熊
野
高
校　

３
年　

佐
古　

遥
奈　

さ
ん

▲

　

熊
野
高
校　

２
年　

石
坂　

美
乃　

さ
ん

【
評
】
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
長
野
大
会
書

道
部
門
出
品
。「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」
に
よ
る
創
作
作
品
。

「
筆
の
里
」
熊
野
で
育
ち
、
幼
い
頃
か
ら
書
に
親
し
み
、
青

春
の
日
々
を
書
道
に

か
け
て
き
た
想
い
を
、

は
じ
け
ん
ば
か
り
に

強
く
重
み
を
も
っ
て

表
現
し
ま
し
た
。

【
そ
ば
ま
つ
り
と
よ
ひ
ら２

０
１
８
】

　

豊
平
産
そ
ば
「
と
よ
む
す

め
」
を
使
っ
た
新
そ
ば
が
堪
能

で
き
ま
す
。
そ
ば
名
人
が
手

打
ち
す
る
で
き
た
て
の
そ
ば
は
、

な
め
ら
か
な
の
ど
越
し
と
豊

か
な
風
味
が
秀
逸
で
す
。
ま

た
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
加

工
品
の
屋
台
が
た
く
さ
ん
並

び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
神
楽
の

上
演
等
が
あ
り
ま
す
。

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

道
の
駅
と
よ
ひ
ら
ど
ん
ぐ
り
村

無
料

そ
ば
ま
つ
り
実
行
委
員
会

０
８
２
６
‐
84
‐
１
２
３
４

（
地
域
振
興
課
）

　

襟
巻
土
栗
は
、
球
形
部
を
囲

ん
だ
襟
巻
状
の
形
が
特
徴
で
、

分
か
り
易
い
種
類
で
す
。
こ
の

科
で
は
大
型
で
、
外
皮
が
裂
け

た
時
の
直
径
は
４
～
６
㎝
で
す
。

　

幼
菌
は
、
頂
部
が
嘴
く
ち
ば
し状
に
突

出
し
た
球
形
で
、
野
菜
の
ク
ワ

イ
に
似
た
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

成
熟
す
る
と
、
外
皮
が
４
～

７
片
に
裂
け
星
形
に
開
き
ま
す
。

裂
片
は
更
に
反
り
返
る
た
め
、

内
側
の
厚
い
肉
質
の
基
部
が
剥

離
し
て
襟
巻
状
に
な
る
の
で
す
。

　

膜
質
の
内
皮
に
包
ま
れ
た
球

形
部
の
内
部
は
、
胞
子
を
形
成

す
る
組
織
で
、
グ
レ
バ
、
ま
た

は
基
本
体
と
呼
ば
れ
ま
す
。
成
熟

し
た
胞
子
と
古
綿
状
の
弾だ
ん
し糸
が

充
満
す
る
と
、
頂
端
に
小
孔
が

（350）
エリマキツチグリ

（ヒメツチグリ科）

開
き
、
雨
粒
な
ど
が

当
た
る
と
粉
状
の
胞

子
塊
と
な
っ
て
飛
散

し
ま
す
。
弾
糸
は
、

胞
子
と
胞
子
を
つ
な

ぐ
無
性
菌
糸
で
す
。

　

頂
孔
の
周
り
の
円

い
部
分
を
円
座
と
い

い
ま
す
。
円
座
が
目

立
つ
の
も
特
徴
で
す
。

　

内
皮
は
平
滑
で
、
外
皮
と
の

接
続
部
分
は
無
柄
で
す
。
初
め

灰
褐
色
～
薄
茶
色
で
す
が
、
老

菌
で
は
赤
褐
色
を
帯
び
ま
す
。

　

毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食

用
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
中
国
で

は
、
尖
頭
地
星
の
名
で
、
薬
用

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
～
秋
、
林
内
の
地
上
、
特

に
落
葉
の
多
い
所
に
群
生
す
る

普
通
種
で
す
。
熊
野
町
で
は
、

串
掛
林
道
、
土
岐
城
山
、
新
宮

の
鞘
ノ
河
内
川
で
見
て
い
ま
す
。

　

ヒ
メ
ツ
チ
グ
リ
科
の
キ
ノ
コ

は
、
「
安
芸
熊
野
の
自
然
誌
」

に
は
、
フ
ク
ロ
ツ
チ
ガ
キ
だ
け

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子


